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１ はじめに 

 

 気象要因と水稲の出穂日の関係を表す場合には、播

種から出穂までの日平均気温（以下、気温と省略）の

積算値で表すことが多い。この方法を発展させて、気

温の関数を積算する方法 1)、さらに、気温と日長時間

の関数を積算する方法 2)が提案されている。これらの

方法は、初めに、播種日や、移植栽培時の田植日と田

植日の苗の状態を表す初期値を設定する必要がある

が、これらの初期値を得ることは容易ではない。 

 川方は、30 年平均の平年出穂日を用いた出穂日の計

算方法 3)を提案し、直近の過去 5 年、10 年の平年値を

用いると出穂日の推定精度が向上することを明らか

にした 4)。農研機構メッシュ農業気象データ(The 

Agro-Meteorological Grid Square Data, Naro) 

(https://amu.rd.naro.go.jp/)9)と農林水産省統計情

報の水稲作柄概況のデータ 8）を入力値とし、これらの

計算方法を用いて、東北地方の水稲の面的出穂日予測

モデルとその情報発信システムを開発し、毎日、出穂

日とその平年差の面的分布図を更新している 5）、7） 

(http://www.headmesh.affrc.go.jp/)。 

この 1km メッシュの出穂日とその平年差は、あくま

でも計算値であり、どの程度実態を表しているかは不

明である。そこで、水稲の奨決データベース 6)の出穂

日と比較し、面的出穂日予測の推定能力を検証する。 

 
２ 試験方法 

 

（1）パソコン版水稲奨励品種決定基本調査成績デー

タベース（略称：奨決データベース、農研機構次世代

作物開発研究センター、Rev.2018/12、1981 年～2017 

年）7）から、東北地方の 10 試験地、5 種の主要品種（ま

っしぐら、あきたこまち、ひとめぼれ、はえぬき、コ

シヒカリ）の、普通期、移植栽培、中苗、標肥条件下

の田植日、出穂日を抽出する（528 点）。 

（2）抽出した出穂日の年の直近の前年から過去 5 年

間の平年出穂日、出穂日との平年差を求める。 

（3）水稲の面的出穂日予測から、10 試験地が含まれ

る 1km メッシュ地点の出穂日とその平年差を計算し、

主要品種の出穂日とその平年差を比較する。 

(4) 地域を代表する品種(まっしぐら：青森、青森（藤

坂）、あきたこまち：秋田、岩手（県北）、ひとめぼれ：

宮城（古川）、岩手、はえぬき：山形（水田）、コシヒ

カリ：福島（福島、会津、浜）、合計 226 点）に限定し

た出穂日と 1km メッシュの出穂日を比較する。 

 

３ 試験結果及び考察 

 
（1）主要品種の出穂日の平均と標準偏差は、それぞれ

8 月 7 日、6.5 日である。 

（2）主要品種の出穂日と 1km メッシュの出穂日の二

乗平均平方根誤差（RMSE）は、5.7 日である。誤差が

大きい理由は、福島県会津のあきたこまち、宮城県古

川のコシヒカリなど、通常、その地域で栽培されてい

ない品種を含むためである。 

(3）地域を代表する主要品種と 1km メッシュの出穂

日を比較したところ（図１）、それらの二乗平均平方根

誤差（RMSE）は、3.6 日である。面的出穂日予測は、

地域を代表する品種に限定することにより、出穂日の

推定精度が向上する。 

（4）主要品種の出穂日の平年差（出穂日と直近の前年

から過去 5 年間の平年出穂日との差）と 1km メッシュ

の出穂日の平年差を比較した（図２）。試験地、品種の

違いにも関わらず、1km メッシュの出穂日の平年差は、

主要品種の出穂日の平年差を、RMSE が 2.3 日で推定で

きる。 

（5）図２の縦軸と横軸が等しいと仮定すると、主要品

種の出穂日を推定する(a)式が導かれる。 

主要品種の出穂日＝主要品種の平年出穂日 

＋1km メッシュの出穂日の平年差  (a) 

主要品種の出穂日と(a)式による推定出穂日を比較

したところ、それらの RMSE は、2.3 日であり、面的出

穂日予測における作柄表示地帯の出穂日の RMSE（1.9

日）と同程度である（図３）。 

（6）公開しているホームページに試験地、品種毎の平

年田植日、平年出穂日を掲載することで、品種毎の出

穂日の推定に活用することができる。 

 
４ まとめ 

 
奨決データベースとの比較から、水稲の面的出穂日

予測モデルは、地域を代表する品種に限定することに

より、出穂日の精度が向上する。同モデルは、主要品

種の出穂日の平年差を 2.3 日の精度で推定できる。ホ

ームページに掲載し、品種毎の出穂日の推定に活用す

る。 
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図２ 主要品種の出穂日の平年差と 1kmメッシュ出 

穂日の平年差の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 地域を代表する品種の出穂日と 1kmメッシュ 

出穂日の比較（1 月 1 日を 1 とした日数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 主要品種の出穂日と(a)式から推定した出穂 

日の比較（1 月 1 日を 1 とした日数）  
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